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きのこ害虫を振動で防除する 
  ～ 化学農薬を用いない、安全・安心なきのこ生産技術を確立します ～ 

○島根県において、きのこ類生産は重要な産業です。 

 きのこ生産で問題となるのが、きのこに発生する様々な害虫
です。これらの害虫は、収穫するきのこ類を加害するほか、商
品に紛れこみ、異物混入などの問題を引き起こしています。  

そこで、きのこ類に発生する害虫を、「振動」という物理的な
防除方法を活用する技術を開発します。 

①きのこ栽培害虫であるコウチュウ目やチョウ目に対して、固
体振動を与えた場合の忌避・逃避行動等の反応を調査します。 

②共同研究のなかで試作した振動発生装置を用いて、効果的な
使用方法を開発します。 

Ｈ２７年度から新たに取り組みます。 

初年度は、昆虫に様々な条件で振動を与えて、害虫の種類毎に振動への反応特性を調査します。 

 

 

 

きのこ栽培害虫であるコウチュウ目やチョウ目に対して、固体振動を与えた場合の忌避・逃避行動等の反応を
調査きのこ栽培現場における、害虫に対しての共同研究で振動発生装置の効果的な使用方法を確立する 

きのこ害虫に対する固体振動装置を用いた物理的保護技術の開発 
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研究の背景・目的 

研究方法 

研究状況 

研究成果の活用・今後の研究計画 

ハラアカコブカミキリ成虫。幼虫は、しいたけ原木を食害 

 しいたけ菌床栽培 

ガ類、キノコバエ類の被害対策に、捕殺器や粘着 

シートの設置で多大な経費を要している。 

（捕殺器の設置、菌床の洗浄など） 

シイタケ子実体を食害するフタオビコキノコムシ 

振動の発生させて、解析 


